
第22回　東京大学数理情報学談話会
標記の談話会を開催いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

日時・場所
2026年 11月 17日（火）16:00～17:30

東京大学 本郷キャンパス 工学部６号館 ２階 ６１号講義室
（丸の内線・大江戸線「本郷三丁目」駅、南北線「東大前」駅　ほか

https://www.i.u-tokyo.ac.jp/map/index.shtml ）

講演者（敬称略）
姫岡 優介

（京都大学高等研究院物質-細胞統合システム拠点）

講演題目・概要
可制御性に基づいた細胞死の数理的アプローチ

生命科学において「細胞死」の厳密な定義は確立されていないが、生命と非生命の境界や
人工生命の創出を論じる上で「死」の数理的定式化は極めて重要である。我々は細胞状態
の「可制御性」に基づく死の定義を提案している。 これまでの研究で、酵素を自在に外部
制御できる代謝系モデルでは広いクラスで大域可制御となり、系が数学的に死なないこと
が証明された。そこで、酵素合成コストという自律的制約を取り込んだ「遺伝子発現̶代
謝複合系」の多成分・非線形力学系へと拡張し、現実的な細胞死の解析を試みる。 本講
演では、この系における前方不変集合の計算問題を、微分包含式のバリア・逆バリア定理
を通じて多項式最適化問題へ帰着し、Sum of Squares（SOS）による半正定値計画（SDP）
緩和を用いて計算可能にする手法を解説する。さらに、複数モデルの比較を通じて生死境
界の共通構造を議論する。

主催：東京大学大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻
（2026年度談話会幹事：五十嵐 歩美、泉田 勇輝）


